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第1回遠賀郡媛薬袋表彰式　（遠賀中体育餓こて）

巌
網
羅
諜
報

i
H
Q
発
糞
婆
質
疑
的
一
線
鴫
野
勝
目
へ
原
隊
D
虚
偽
督
・
郎
糠
復
仇
繕
－
機

関
「
た
ば
こ
」
は
∴
蛾

語
弊
で
買
い
馳
調

鵬
「
だ
ぼ
三
か
・
品
脚

∵
鑓
鞘
雫
萱
榔

劇

評
蜜
善
愛
貿
”
‖
関
目
貿
”
繕
耀
鑓
鍬
8
”
登
場
鑓
購
泉
“

農
薬
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
講
に
つ
い
て

第
一
回
遠
賀
都
農
薬
袋
は
、
去
る
十

一
月
二
十
三
日
遠
賀
中
学
校
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
候
に
恵
ま
れ
郡
内
四
ケ

町
よ
り
鹿
家
約
三
千
五
百
人
が
参
加

し
、
新
穀
感
謝
の
式
典
及
び
表
彰
行
事

に
引
続
き
、
田
町
対
抗
の
襲
大
会

や
、
展
示
即
売
会
な
ど
終
日
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

陶
、
本
町
関
係
の
破
裂
髪
並
び
に

饗
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し

た。
一
、
農
業
各
種
表
彰

ア
、
優
秀
農
薬
後
紙
馨

鬼
津
　
井
口
　
直
垂
氏

（
副
賞
と
し
て
墜
謹
電
）

ィ
、
農
薬
経
営
優
良
鹿
家

尾
崎
　
畑
生
　
単
一
氏

（
ク
　
県
農
協
中
央
会
長
賞
）

ウ
、
優
良
農
薬
グ
ル
ー
プ

木
守
稲
作
技
術
研
究
部

（
ク
　
西
日
本
新
髄
社
賞
）

工
、
崖
暁
功
労
看

護
未
　
森
　
末
男
氏

（
ク
　
塞
議
会
長
賞
）

二
、
競
技
会
成
績

了
、
女
子
二
百
米
リ
レ
ー
…
・
一
位

ィ
、
男
子
四
百
米
リ
レ
ー
・
…
三
位

ウ
、
男
子
八
百
米
リ
レ
ー
・
…
三
位

工
、
ム
カ
デ
壁
疋
　
・
…
・
四
位

才
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
…
三
位

カ
、
饗
総
合
　
　
　
…
一
二
位

い
ま
ま
で
農
薬
委
員
会
委
員
の
選
挙

人
名
簿
の
作
成
は
、
毎
年
十
二
月
一
日

現
在
の
登
載
串
重
曹
に
基
づ
い
て
作
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
六
月
公
職
選

挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
今
後
は
毎
年
一

月
一
日
現
在
で
串
萱
提
出
す
る
よ

う
改
正
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
近
く
各

区
長
さ
ん
喜
通
じ
て
馨
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
馨
用
鑑
を
配
り

ま
す
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

現
在
で
次
の
要
件
賓
催
さ
れ
る
方
は

一
月
十
日
ま
で
に
区
寅
さ
ん
を
通
じ
て

遠
賀
町
費
琵
貴
会
に
提
出
し
て
く
だ

さい。
※
遠
賀
町
に
住
所
喜
寿
す
る
も
の
。

※
年
令
二
十
年
以
上
の
も
の
。

（
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現

在
で
満
二
十
才
で
あ
る
こ
と
、
従
っ

て
昭
和
二
±
一
年
四
月
一
日
以
前
に

出
仕
し
た
も
の
）

※
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
者
及
び
そ
の
同
居
の

親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お

お
む
ね
六
十
日
耕
作
に
後
車
す
る
も

の。

暖
房
器
真
の
取
り
搬
い
に

注

意

し

哀

し

ょ

う

1
2
月
に
は
い
り
、
西
爵
東
低
の
冬
型

の
気
圧
寵
瞳
に
な
り
案
は
乾
燥
し
、

強
い
北
風
が
吹
き
、
火
災
を
起
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
は
寒
い
た
め
、
火
気
の

使
用
量
が
ふ
え
る
と
と
も
に
年
末
の
忙

し
さ
で
火
気
に
射
す
る
注
意
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
で
す
。

遠
賀
町
で
は
幸
い
に
本
年
は
ま
だ
一

件
も
火
災
は
遇
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
福

岡
県
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、
今
年
の

一
月
か
ら
九
月
ま
で
で
一
、
四
四
四
件

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
三

一
六
の
負
傷
者
と
三
七
人
の
死
者
を
出

し
火
災
損
書
見
詣
額
も
七
億
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
と
く
に
冬
期
で
火
を
多
く
使

う
時
期
で
す
か
ら
幡
房
器
具
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
つ
き
の
点
に
つ
い
て
注
意

し
、
火
災
奮
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

○
理
髪
費
に
よ
る
火
災
は
取
り
扱
い

の
不
注
意
が
接
も
多
い
の
で
説
明
著

を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
篤
し
ま
し

ょう。

○
使
用
揺
所
は
瑳
遠
軽
と
ん
し
転
倒
し

や
す
い
所
や
燃
え
や
す
い
物
の
近
く

で
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
使
用
中
の
給
租
は
危
険
で
す
か
ら
、

完
全
に
消
火
し
て
か
ら
絵
潤
し
、
漏

れ
た
油
は
よ
く
ふ
き
と
っ
て
か
ら
点

火
し
ま
し
ょ
う
。

○
翼
は
い
つ
も
き
れ
い
に
、
ち

ょ
っ
と
し
た
故
障
で
も
完
全
に
修
理

し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
心
か
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
室
内
の
練
気

も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
器
具
は
、
点
火
し
た
ま
ゝ
で
絶

対
に
持
ち
運
び
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
二
寧
版
農
業
日
誌
が
ま
い
り
ま
し
た

誰
で
も
簡
便
で
す
ぐ
塵
蕾
の
役
　
済
課
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

に
立
つ
農
麓
計
協
会
編
集
の
「
農
業

日
誌
」
を
こ
希
望
の
方
は
い
ま
す
ぐ
経

（
価
格
　
二
八
〇
円
）



足り

府こ

妻妾松高
藤演室井山

義挙英霊讐莱溺

雷崖合憲患欝名堀舞　塑壁営倉篤志

類鰯学童露盤聖雑発嚢

憲結露鰯肩雑穀
轟書聖全学草屋突撃筆治

襲撃醤蕾雷崖合憲患欝名
蓮田健也子柴田美津江

書籍撃
三塁　　　　　　　　　　　　　木　　　　　　　　　　　浅西

良　　　　　　　　　　　　守　　　　　　　　　　　木町

岩　瀬鰯仲粥藩森吉

寮

襲雲霞贋　箪議繕哲藁矯堀澄藩雷舘
＋　　　美　　香

縛軍籍謹亘翠実学竺実諜萎産掌撃拳襲撃繋均百害衆寡患鮮窓華麗葦
轟廉番髄鞘露醗襲鐸聖餐輔　弼悪弊憂盲
均繋繕講季嬰義撃実車発雷麗　曇喜美諦筆写

籍震辻寄食豊富聾葉
多　　千　言　　　　　楚

萱霜掌主筆襲鷺壷

洋薬類の年次別入荷量と価格
（北九州青果）

籍）∴∴：抱（年）00

ご
成
人
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す

来
る
新
年
一
月
十
五
日
に
成
人
式
を
　
東
　
町
中
村
　
新
二
　
松
屋
　
次
男

挙
行
い
た
し
名
実
共
に
人
生
の
ス
タ
ー
　
　
　
集
村
鈴
美
小
田
原
友
子

ト
を
な
さ
る
方
々
に
対
し
町
民
挙
げ
て
　
　
　
富
永
愛
子
嚢
腰
旗
昭

諾
い
呈
げ
喜
・
　
　
　
　
　
醤
掌
山
筆
写

の

入

荷

量

と

り

i
日
。
‖
＝
i
i
i
価
格
の
動
き

記

島
　
津
矢
野
∴
∴
要
　
矢
野
幸
男

柴
田
　
国
弘

若
　
松
　
鷲
尾
　
厚
子
　
池
田
　
明

舛
添
∴
朝
生
　
竹
内
　
慶
細

見
　
淳
　
二
村
　
費
千
乗
　
末
吉

葉

　

稔

一
一
村
美
代
子

要
言
　
栄
子

門
司
八
千
代

本
国
　
敬
子

二
村
　
幸
子

尾
　
崎
　
林
　
百
合
子

学
田
美
代
子

小
黒
　
久
行

井
口
　
正
治

門
司
　
和
義

三
原
　
和
子

井
口
　
教
則

門
司
千
恵
子

平
野

広
田

田
中

永
田
　
稲
城

河
内
美
恵
子

安
宿
み
ど
り

白
石
逆
子

松
下
　
絹
代

筋
悶
ト
ミ
手

筋
固
　
守

毛
利
∴
文
子

吉
野
　
文
彦

攣
　
教
子

峯
　
一
彦

原
　
信
幸

栗
林
　
知
子

有
言
小
夜
手

堅
　
　
新

安
永
　
福
子

吉
日

重
合
ア
ヤ
子

安
藤
　
節
子

石
扱
∴
敏
之

筋
田
　
は
葵

永
野
　
修
治

依
頼
∴
房
子

峯
　
顕
彰

小
村
　
没
雄

須
政
　
治
久

嶺
∴
∴
純
子

小
松
　
原
美

八
代
と
し
子

毛
利
　
久
子

村
田

村
田

村
田

高
崎

今
福
　
嘉
和

三
好

紀
子

徳
博

以
上
の
方
々
は

自
昭
和
二
十
一
年
一
月
土
ハ
日

至
ク
二
十
二
年
一
月
十
五
日

の
問
に
生
れ
た
方
で
す
。

筒
、
記
載
モ
レ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
早

急
に
お
申
出
下
さ
い
。
教
育
委
員
会

朝
日
　
正
雄
泡
雪
一
淳
子

小
松
　
芳
子
後
藤
春
江

宮
脇
卜
武
子

水
田
　
友
宏
　
城
本
美
代
子

食
生
活
が
向
上
し
、
肉
食
が
盛
ん
に

な
る
に
つ
れ
、
き
ゅ
う
り
・
と
ま
と
・

き
ゃ
べ
つ
等
の
、
生
食
野
菜
の
浦
賀
が

増
加
す
る
と
共
に
、
レ
タ
ス
・
ピ
ー
マ

ン
・
パ
セ
リ
・
花
野
菜
・
そ
の
他
洋
薬

類
の
無
蟹
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
生
雫
消
費
と
も
に

ま
だ
か
な
り
不
安
定
で
、
価
格
の
高
低

も
あ
る
て
い
と
あ
る
よ
う
で
す
。

北
九
州
青
果
市
場
に
入
っ
た
、
洋
薬

類
の
大
聖
と
価
格
の
動
き
は
、
次
の

図
の
と
お
り
で
す
。

臓
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
出
荷

期
は
六
月
か
ら
十
月
が
主
で
、
七
月
が

最
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
は
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
出
葡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

に
、
こ
の
一
、
二
雷
荷
も
増
え
、
高

低
轟
簿
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
七
・
八
月
か
ら
引

続
き
十
一
月
ま
で
安
値
の
年
が
多
く
、

栽
培
計
画
を
立
て
る
擦
、
注
意
毒
薬
し

ます。三
、
七
ロ
リ
ー
は
ど
っ
し
た
わ
け
か

5
0
　
　
0
0
　
　
5
0

鉛
筆

鎗鍵紡

弧
∴
∴
畑入

荷
量

一
、
レ
タ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、
大

霜
蓋
は
着
実
に
増
加
し
、
需
要
が
旺
盛

な
た
め
か
、
価
格
も
堅
調
の
よ
う
で

す。
過
去
五
年
間
の
出
穂
賞
の
多
い
月
は

四
月
・
五
月
が
各
四
回
、
十
一
月
・
十

二
月
が
各
面
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

価
格
の
高
い
の
は
二
月
が
二
回
、
一
月

・
三
月
・
九
月
、
十
月
が
各
一
回
で
、

特
に
低
い
の
は
六
月
三
回
、
三
月
・
五

月
・
十
二
月
各
二
回
、
四
月
一
回
と
な

っ
て
い
ま
す
。

三
十
六
年
頃
は
月
々
の
入
葡
量
、
価

格
と
も
に
大
巾
に
動
い
て
い
ま
し
た
が

近
年
は
入
荷
量
も
段
々
安
定
し
、
値
巾

も
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

二
、
ピ
ー
マ
ン
も
入
荷
量
が
額
に

伸
び
、
価
格
は
四
十
年
ま
で
、
年
々
高

弧
∴
糊
∴
灼
∴
。
．

（－）
三
土
ハ
年
の
入
街
宣
二
〇
一
ト
ン
を
頂

点
に
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
価

格
は
こ
れ
と
は
逆
に
、
高
値
を
示
し
て

い
ま
す
。

四
、
パ
セ
リ
は
入
荷
量
、
価
格
と
も

に
増
加
堅
調
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
洋
類
に
比
べ
て
入

梅
量
が
非
常
に
少
く
、
し
か
も
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
山
口
県
塵
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

五
、
次
に
花
野
菜
は
入
荷
量
が
着
地

し
、
価
格
は
保
合
っ
て
い
ま
す
。

入
積
の
山
は
十
二
月
で
す
が
、
こ
の

時
期
は
需
要
も
多
く
、
価
格
は
あ
ま
り

下
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
　
以
上

農
林
省
福
岡
統
計
閲
事
務
所

北
九
州
窓
前
地
区
謳
接
官

金
　
手
　
套
　
二



水道管にも冬の準備を．！／

毎年のことながくら、寒くなると各所で水道管が【

破裂します。

このため商いl匪璽塾代あまめゝゝったり名・；裏庭の水道

管がいちとに破れると修理に追われて、いろいろ

な迷酸素かゝ～ナること～こなります。

各家庭でも水通管を保護するために、次の要領

でI栗温装置をしてください。

（D先・づノヾイフ雪とポロ布、フェルトなどを巻く。

③つきに詫ナウを切れ目のないようにびっしりと

巻きます。

①）その上にビニールの風呂政一やポリエチレンなど

をかぶ・せ、防水テープで巻きます。

④最後にその上を・で電線一合ビニールテープoできっち

りとめます。

ポリエチレン袋

（注意：すること）

④荒ナワー亭ポロ布で巻いただけ‾剛は、かえって湿

ってしまい悪い結果となりますので必ず防水の

ビニール風呂敷などでか．．棄せることを忘れない

ようにしてください。

㊥万一凍って水が出なくなったからと言って耕法

をカ：、～ナたりしないこと。

⑮凍結に対しi及み置き水の用意：毒しておいてくだ

さい。

遠
賀
町
の
鳥
居
調
査
報
告
　
（
そ
の
一
）

遮
賀
町
考
古
研
究
会
鬼
　
平
　
鳥
　
　
　
明

こ
の
調
査
報
告
垂
は
町
内
に
あ
る
、

神
社
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
鳥
居
の
調

査
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
。

そ
も
そ
も
鳥
居
の
調
査
に
つ
い
て
は

鳥
居
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
歴
史
的

芸
術
的
価
値
を
探
し
ひ
い
て
は
氏
神
と

し
て
崇
敬
を
た
か
め
る
「
お
宮
さ
ん
」

と
氏
子
と
の
信
仰
と
生
活
と
の
結
び
つ

き
を
理
解
し
掘
盃
す
る
の
か
目
的
で
あ

る
が
、
こ
の
報
告
蕾
で
は
鳥
居
の
歴
史

的
推
移
の
調
査
の
み
に
終
っ
て
、
考
古

歴
史
的
潤
査
に
ま
で
立
ち
至
れ
な
か
っ

た
の
か
残
念
で
あ
る
が
こ
れ
は
後
田
詩

誌
の
上
発
表
す
る
演
会
を
の
こ
し
て
今

回
は
鳥
居
の
調
査
報
告
の
み
に
ま
と
め

ます。調
査
し
た
遠
賀
町
の
十
六
社
を
対
象

と
し
た
鳥
居
に
つ
い
て
櫛
を
ま
と
め
て

見
ま
す
と
町
内
に
あ
る
神
社
の
重
篤
全

部
が
石
造
の
明
神
造
り
の
型
式
の
鳥
居

は
か
り
で
中
で
尾
崎
に
お
肥
り
し
て
あ

る
大
神
宮
の
鳥
居
が
一
基
町
内
で
も
中

山
造
り
の
型
式
壷
へ
た
珍
し
い
皇
后

で
こ
の
保
存
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
考
古

研
究
会
も
充
分
考
慮
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。
特
に
地
元
の
人
の
愛
郷
薮
神
に
待

つ
よ
り
外
に
な
い
点
も
お
願
い
し
て
お

き
た
い
し
患
う
。
こ
の
外
の
鳥
居
全
部

が
笠
木
と
島
木
小
一
石
の
二
本
継
の
も

の
で
あ
る
こ
と
も
変
り
が
な
か
っ
た
。

ま
た
古
い
時
代
よ
り
新
し
さ
代
に
な
る

に
つ
れ
て
昏
盾
が
大
き
く
な
り
、
く
さ

び
の
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
も
一
考
す

べ
き
だ
と
思
う
。

最
後
に
私
共
と
霹
・
氏
子
と
氏
神

と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
考
え
な
お
し

先
祖
の
馨
し
の
び
神
崇
敬
の
余
を

一
層
新
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。大

神
宮
社
の
鼻
居
（
尾
崎
）

柱
の
表
「
右
」
簑
一
基
遠
賀
邪
魔
峰

村
二
亦
雲
惹
門
昌

泰
「
左
」
車
壁
一
ケ
酉
秋
八
月
吉

祥
国
同
村
二
亦
謂
方
術
日

表
側
　
当
宮
（
以
下
不
明
）

と
刻
ざ
ま
れ
正
面
額
に
は
（
大
神
宮

社
）
と
あ
っ
て
、
遠
賀
町
内
で
た
空

っ
の
中
山
造
り
の
見
事
な
も
の
で
あ

る
。
残
念
な
こ
と
は
刻
字
が
不
明
で
あ

る
の
と
、
地
中
に
柱
が
埋
っ
て
い
る
の

で
、
二
亦
伊
左
街
門
口
口
と
あ
る
の
も

「
二
村
」
の
間
違
い
で
は
な
い
だ
う
っ

か
。
霞
羅
重
し
で
報
告
し
ま
す
。
特

に
保
存
し
た
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ

嘉
し
た
い
。

○
裏
診
道
に
立
っ
て
い
る
鳥
居

明
神
造
り
で
タ
く
さ
び
◆
か
な
い

石
造

愛
宕
柱
に
　
昭
和
七
年
六
月
吉
旦

裏
側
に
　
社
掌
村
田
守
治

族
生
過
言

族
生
松
太
郎

表
左
桂
　
為
家
運
水
盛
建
立

裏
側
に
　
神
代
総
代
　
撰
集
遜
平

畑
生
徳
郎

族
生
良
夫

石
工
　
ク
ロ
サ
キ

一
日
高
夫

笠
木
と
島
木
は
一
石
の
二
本
継

ぎ
で
基
る
。

隼
田
柏
社
（
尾
崎
）

一
の
鳥
居
は
一
二
ハ
二
m
の
草
薮

二
愛
の
亀
胞
を
作
る
土
台
で
く
さ

び
．
な
く
反
瑚
大
き
く
。

衰
有
　
壁
空
手
五
重
ハ
十
七
年

裏
　
石
工
芦
屋
町
江
崎
雪
一
郎

表
左
　
明
治
四
拾
年
一
月
建
立

裏
　
社
輩
　
古
都
穣
威
勇

二
の
鳥
居
は
一
・
三
一
m
の
学
歴

で
木
鼻
を
少
し
そ
ら
し
て
あ
る
。

○
正
面
額
の
文
字
は
「
愛
狭
山
」
と
あ

る。愛
石
　
鳥
居
一
基
建
立
　
侯
正

組
頭
∴
藤
田
源
平
教
包

松
井
　
作
乎外

十
二
名

義
左
　
変
改
六
年
己
奉
二
星
畳

表
　
大
越
蒙
極
大
僧
都
法
師

大
善
麗
玄
柴

と
あ
っ
て
下
部
に

組
頭
　
門
司
文
＋
部

外
十
三
名

の
名
が
速
記
き
れ
て
毅
後
の
行
に
六
・

七
字
判
読
出
来
な
い
刻
字
の
跡
が
見
え

る。

こ
の
二
の
鳥
居
の
膝
更
に
つ
い
て
も

深
く
研
究
す
る
意
義
が
あ
る
。
特
に
神

社
の
章
蘭
に
あ
る
小
河
の
車
に
祭
っ
て

あ
る
神
像
と
も
結
び
つ
く
歴
史
的
因
縁

を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
他
所
か
ら
の
移

曝
さ
れ
た
も
の
か
馨
の
ど
教
示
を
願

いたい。高
田
大
明
神
の
島
屋

（虫生津）

一
の
寄
居

明
神
造
り
で
く
さ
び
ノ
な
し

単
転

表
柱
石
　
維
持
大
庄
七
年

左
　
戌
年
三
月
建
立

東
罷
右
　
継
手
山
喜

猫
寮
に
は
商
圏
神
社
と
あ
る
。

二
の
島
尾

明
神
造
り
で
．
く
さ
び
タ
な
し

導
転

憲
右
　
筆
創
建
鳥
居
一
区

左
　
享
保
十
三
戌
申
祀
重
陽
臼

忠
生
津
村
索
慶
子
等

額
東
に
商
圏
大
明
神
と
あ
る
。

老
良
社
の
鼻
居
（
董

裏
方
垂
定
立
鳥
居
一
区

老
良
慶
子
甲

左
寛
政
二
年
口
吉
辰

松
木
山
城
守
漆
原
満
広

明
神
造
り
で
右
方
木
鼻
折
半
忠

正
両
頭
に
は
書
籍
と
あ
る
。



1
今
月
の
税
金
1
－
－

固

定

資

産

税

　

第

三

期

分

納
期
限
　
1
2
月
狐
　
目

※
今
月
は
、
納
期
限
が
如
H
で
す
か
ら
こ
留
憩
の
上
、
期
限
内
に
納
付
く

だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
密
は
、
納
期
限
2
5
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
印
刷

誤
り
で
す
か
ら
汀
正
し
ま
す
。

体
育
行
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
役
場
事

務
頼
政
い
に
つ
い
て

の
お
し
ら
せ

役
場
密
教
は
、
例
年
の
と
お
り
1
2
月

2
8
円
午
前
中
で
今
年
の
「
ご
用
納
め
」

を
い
た
し
、
1
月
3
円
ま
で
は
窓
口
一

般
班
務
の
受
付
け
取
扱
い
を
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

特
に
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
な
ど
は
、
梯
照
以
降
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
年
内
に
必
要
な
方
は

必
ず
船
田
午
前
中
す
で
に
用
讐
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
曲
集
屈
、
死
亡
届
な
ど
届

出
期
間
に
定
ぬ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
当
直
で
取
扱
い
ま
す
。

一
、
壁
面
遠
賀
郡
一
〇
㌔
ロ
ー
ド
レ

ーて

1
2
月
2
5
日
　
間
塩
町
に
て

参
加
審
∴
∴
高
楼
一
般

二
、
朝
顔
駅
伝
大
会

1
月
1
5
日

三
、
第
ュ
5
回
遼
賀
郡
南
軍
駅
伝
大
会

1
月
2
9
月
　
岡
垣
町

四
、
第
ュ
5
回
県
青
年
駅
伝
大
会

2
月
1
2
円

以
上
で
あ
り
ま
す
の
で
振
っ
て
参
加

下
さ
い
。
命
詳
細
に
つ
い
て
は
闘
い
合

せ
下
さ
い
。

教
書
義
貞
会

青
少
年
に
明
る
い
年
末
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
注
射
は
済
み
ま
し
た
か
9

町
で
実
施
し
ま
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
　
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
早
目
に
予

ザ
の
予
防
注
射
は
一
応
終
了
し
ま
し
た
　
防
注
射
を
っ
け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

が
、
都
合
で
ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
て
　
予
随
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

い
な
い
人
は
、
広
渡
の
宙
柳
医
院
で
注
∴
ま
す
。

年
の
瀬
の
防
犯
メ
モ
　
ー

い
よ
い
よ
年
末
も
迫
っ
て
き
て
、
と

か
く
気
が
ゆ
る
み
生
活
が
乱
れ
や
す
く

な
り
、
哲
少
年
の
弊
行
が
め
だ
っ
て
多

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
常
少
年
が
非
行
に
は
し
ら

な
い
よ
う
に
、
つ
き
の
こ
と
は
と
く
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
学
校
や
会
社
を
ず
る
休
み
し
た
り

夜
あ
そ
び
が
多
く
な
っ
た
り
、
身
辺

に
変
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

早
い
機
会
に
良
く
指
導
を
し
ま
う
。

二
、
滴
、
た
は
こ
、
睡
限
薬
（
錬
繍

剤
）
に
手
を
出
す
こ
と
が
、
少
年
非

行
化
の
始
ま
り
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
も
の
に
手
を
出
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
う
。

三
、
空
包
銃
や
刃
物
な
ど
の
不
法
な
持

ち
あ
る
き
毒
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
よ
う
。

四
、
少
年
非
行
の
大
き
な
原
因
は
家
慶

で
あ
る
。

忙
し
い
か
ら
と
い
っ
て
子
と
も
を
放

置
し
な
い
よ
う
「
家
庭
の
日
」
の
趣

旨
に
あ
っ
た
明
る
い
家
族
づ
く
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

1
2
月
は
、
ド
ロ
ボ
ー
を
は
じ
め
、
い

ろ
い
ろ
の
犯
罪
や
交
通
尊
敬
が
ふ
え
で

き
ま
す
。

年
の
く
れ
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
ま
き

れ
て
お
こ
ろ
犯
罪
や
神
政
を
ふ
せ
く
た

め
、
つ
き
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

強
盗
や
ド
ロ
ボ
ー
、
そ
れ
に
「
あ
き

ず
」
は
現
金
や
お
金
に
か
え
や
す
い
品

物
を
ね
ら
い
ま
す
。
外
出
や
ね
る
晴
は

戸
じ
ま
り
重
恩
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょう。ま
た
、
銀
行
や
農
協
で
の
お
金
の
出

し
入
れ
に
は
ス
リ
や
ひ
っ
た
く
り
の
目

が
光
っ
て
い
ま
す
。
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1

m
　
ご
寄
附
御
礼

露
離
謙

一
た
が
た
寄
附
者
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

～す。
へ
。
∴
∴
己

一
二
食
刻

大
金
の
持
ち
遊
び
は
、
女
や
繋
人
に

頼
む
の
を
さ
け
で
男
二
人
以
上
で
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

帰
る
通
路
に
待
ち
ぶ
せ
て
、
警
察
官

と
か
税
務
努
貝
な
ど
と
い
つ
わ
っ
て
お

金
を
だ
ま
し
と
る
「
サ
ギ
師
」
も
い
ま

す
か
ら
注
潰
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会

な
ど
で
滴
を
飲
む
麓
会
が
多
く
な
っ
て

滴
の
う
え
で
の
暴
力
ぎ
た
や
女
盤
へ
の

い
や
か
ら
せ
を
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

す。
も
し
こ
の
よ
う
な
人
に
あ
っ
た
り
、

み
た
り
し
た
人
は
す
ぐ
近
く
の
派
出
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

聞
悶
閉
園

一
、
重
電
封馨

蓮
バ
イ
ク
も
強
制
保
険
に

入
ら
な
い
と
走
れ
ま
せ
ん

自
動
珪
損
害
賠
償
保
陳
法
は
、
自
動

車
が
人
身
軒
故
を
越
し
た
場
合
の
施
審

賠
償
能
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
自
動

薯
強
制
保
険
に
加
入
さ
せ
て
い
ま
す

が
、
去
る
6
月
の
法
律
改
正
で
一
般
に

バ
イ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
原
動
穏
付
自

転
車
も
強
制
保
険
の
対
象
と
な
り
、
本

年
同
月
1
円
か
ら
は
、
強
創
保
険
に
入

っ
て
い
な
い
パ
イ
ク
は
使
え
ま
せ
ん
。

こ
の
強
納
保
険
を
摂
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
「
海
上
火
災
」
ま
た
は
「
火
災
海

上
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
る
接
辞
保
険

会
社
及
び
代
理
店
で
す
。

ま
た
今
度
の
法
律
改
正
薫
蔚
鐘

に
代
る
も
の
と
し
て
繋
協
同
組
合
の

行
な
っ
讃
任
共
済
頭
薬
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
の
で
、
崖
遵
組
合
員
の
方
は
、
軽

自
動
車
と
バ
イ
ク
に
限
り
、
こ
の
責
任

共
済
に
加
入
す
れ
ば
強
鯛
保
険
に
加
入

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
ま
た
は
共
済
掛
金
は
一
年
間

で
二
、
五
四
〇
円
（
毎
年
霊
撃
要

す
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
保
険
を

か
け
る
と
保
険
亜
明
謡
と
ス
テ
ッ
カ
ー

が
渡
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
証
明
謡
は
工

具
入
れ
筆
に
入
れ
て
常
備
し
、
ま
た
ス

テ
ッ
カ
ー
は
原
則
と
し
て
市
町
村
が
交

付
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
右
上
謡

に
貼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
余
日
が
な
い
と
き

は
、
車
体
の
前
面
の
見
や
す
い
場
所
に

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
万
一
こ
れ
を
怠
る

と
法
律
通
反
で
処
罰
さ
れ
ま
す
か
ら
ま

だ
強
制
屡
に
加
入
し
て
い
な
い
バ
イ

ク
は
早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ


